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令和６年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 

 

１ 研究課題名 
算数科・数学科教員の「授業力」を高める「授業改善」の具体的支援 

 

２ 研究代表者 

旭川校・教授・谷地元直樹 

 

３ 研究分担者・研究協力者 

三 塚   聡  

園 部   穂  

杉 本  泰 範  

岩 本   和 馬  

佐 々  祐 之  

後 藤  俊 一  

中 逸   空  

鈴 木  悠 太  

櫻 川  祥 貴  

有 金  大 輔  

石 井   洋  

成 田   翔  

櫻 井  里 佳  

田 中  俊 光  

菅 原   大  

大 森  健 司  

樺 沢  公 一  

山 崎  夏 実  

小 倉  寛 生  

野 口  朝 央  

松 永  悠 佑  

関 谷  祐 里  

早 勢  裕 明  

和 地  輝 仁  

黒 川  友 紀  

大 滝  孝 治  

札幌小学校・教諭 

札幌小学校・教諭 

札幌中学校・教諭 

札幌中学校・教諭 

札幌校  ・教授 

札幌校  ・准教授 

札幌校  ・講師 

函館小学校・教諭 

函館中学校・教諭 

函館中学校・教諭 

函館校  ・教授 

旭川小学校・教諭 

旭川小学校・教諭 

旭川小学校・教諭 

旭川中学校・教諭 

旭川中学校・教諭 

旭川校  ・講師 

釧路前期課程・教諭 

釧路後期課程・教諭 

釧路後釧路後期課程・

教諭期課程・教諭 

釧路校  ・教授 

釧路校  ・教授 

釧路校  ・教授 

釧路校  ・講師 

釧路校  ・講師 

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究 （ 札 幌 地 区 と り ま と め ）  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

理 論 研 究  

理 論 研 究  

理 論 研 修  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究 （ 函 館 地 区 と り ま と め ）  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

理 論 研 究  

授 業 提 供・実 践 研 究（ 代 表：小 学 校 の 部） 

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供・実 践 研 究（ 代 表：中 学 校 の 部） 

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究 （ 旭 川 地 区 と り ま と め ）  

理 論 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究 （ 釧 路 地 区 と り ま と め ）  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

授 業 提 供 ・ 実 践 研 究  

理 論 研 究  

理 論 研 究 （ 前 プ ロ ジェ ク ト 研 究 統 括 ）  

理 論 研 究  

理 論 研 究  

理 論 研 究  

 

４ 令和６年度研究計画の達成度 

□ a 計画とおり達成した 

☑ b 概ね達成した 

□ c あまり達成できなかった 

□ d 全く達成できなかった 



【c又は dを選択した場合の理由や問題点】 

 

 

 

５ 学術的成果 

【論文投稿】 
中逸空（2025）．中学校数学科の図形学習における操作活動を取り入れた教材の開発－ス

トロー教具を用いた授業実践の分析を通して－．日本教材学会教材学研究．36，29-

38． 

樺沢公一（2025）．空間図形の問題解決力を育成する教材の開発とその指導－｢対象/視点｣

に着目して－．日本教材学会教材研究，36 

【書籍出版】 

 

 

【学会発表】 
佐藤寿仁・谷地元直樹（2024）．中学校数学科における探究的な学びのための授業研究コ

ミュニティの形成の実態－データの活用領域における授業設計と実践－．日本教科

教育学会第 50回全国大会，179-180 

谷地元直樹・二宮裕之・近藤裕（2024）．中学校数学科教師の「授業準備」に関する考察．

日本数学教育学会第 57回秋期研究大会，621-628 

山中健司・谷地元直樹（2024）．授業研究における省察の深化 ― Rubricと ALACTモデル

の統合アプローチ ―．日本教師教育学会第 34回研究大会発表要旨集，263-264 

林尚輝・谷地元直樹（2024）．探究的な学びを実現する「データの分析」の授業設計．日

本科学教育学会第 48 回年会，307-310 

【その他】 
谷地元直樹（2025）．北海道算数数学教育会 中学校部会 冬の学習会．40名程度参加． 

谷地元直樹（2025）．東京都足立地区中学校教育研究会数学部での講演会．100 名程度参

加． 

杉本泰範（2025）．北海道教育大学附属札幌中学校冬季教育研究大会数学科公開授業およ

び授業討議（1月 31 日）．対面開催 50名程度参加． 

鈴木悠太（2025）．北海道教育大学附属函館小学校授業力向上セミナーワークショップ（２

月７日）．対面・オンラインハイブリッド開催 20名程度参加． 

三塚聡（2024）．北海道教育大学附属札幌小学校全校研究授業および授業討議会（12月４

日）．30 名程度参加． 

樺沢公一(2024)．「学びをつなげる」力を育む中学校数学科の教材開発～第三の柱の顕在

化への挑戦～．第 79回北海道算数数学教育研究大会渡島・桧山・胆振・日高大会 中

学校部会講習会講師(10月 26日)．オンライン開催． 

大滝孝治(2024)．日本の授業研究を支える教員ネットワーク．日仏教育学会 2024 年度研

究大会公開シンポジウム．日仏会館：2024年 9月 4日． 

 

６ 実践的成果 

【教材】 
算数・数学教員向けの授業改善資料（YouTube動画）を大学教員と附属学校教員で継続

的に作成し，継続的に公開を行っている。現在は動画数が 66本となり，算数・数学の指



導例を国内外に広く発信することができている。また，次年度は「学習者観察シート」の

概要や使用方法などの説明動画を掲載し，全国に発信する方向でいる。 

【評価方法】 
Teaching for Robust Understanding（TRU）のフレームワークをもとにした授業研究

コミュニティ形成に着目し，Math Rubric を授業研究の方策として用いた「学習者観察シ

ート」の作成に取り組んでいる。今年度は，石狩教育局と後志教育局に依頼を行い，協力

校４校（石狩市立南線小学校，石狩市立樽川中学校，小樽市立花園小学校，小樽市立朝里

中学校）において，校内研究で本シートを活用していただく機会を複数回設定した。 

さらには，道教委の学力向上推進課と連携を図り，若手教員の授業改善に活用するため

の本シートの工夫・改善について具体的に示唆いただいている。 

【指導（授業）案】 

 

【教育方法】 

 

【その他】 

 

 

７ その他、研究実施状況 
各附属学校における研究活動については，HPを参照していただきたい。 

・附属札幌小学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_sap_syo/ 

・附属札幌中学校 http://www.hue-fsj.ed.jp/  

・附属旭川小学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_asa_syo/ 

・附属旭川中学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_asa_chu/ 

・附属函館小学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_hak_syo/ 

・附属函館中学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_hak_chu/ 

・附属釧路小学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_kus_syo/ 

・附属釧路中学校 http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_kus_chu/ 

・中学校数学科「問題解決の授業」のための問題 BANK 

 https://mondaibank.jimdofree.com/ 

・北海道教育大学 算数・数学プロジェクト 

https://www.youtube.com/watch?v=xlwTPNpdUTg&list=PLfCcsLuaXr2hMH814BLiXzw2mz

O6UxS7a 
 

８ 使用者や研究協力先等から受けたアドバイス等 
・附属札幌中学校冬季教育研究大会では，観察シートの観点２，４に絞り，授業の前に「学

習者観察シート」について説明する時間を設けた。事前に十分に説明を行った結果，な

ぜその観点に絞ったかという意図や学習者観察シートがあくまで生徒の様子から思っ

たことをまとめるものであって，教師を評価するものではないということがしっかり

伝わっていた。参会者からは，学習者観察シートの内容を理解して授業に臨んだおかげ

で討議も質の高い議論となったという意見をいただくことができた。 

・附属旭川小学校でも「学習者観察シート」を活用した授業参観を実施した。ここからは，

見ている子供によって評価は変わることが確認できた。だからこそ，学習者観察シート

をもとに子供の姿で授業を語るという教師の姿勢が大切なのではないだろうか。 

・附属函館小授業力向上セミナーや本校の研修においては，学習者観察シートの全体お

よび観点５について交流する時間を設けた。５つの視点に分かれていることがとても

わかりやすい反面，４５分の時間内で５つの観点について５段階評価および記述をす

https://mondaibank.jimdofree.com/


るのはなかなか難しいことも明らかとなった。例えば，数観点に絞って評価を行い，議

論をするとよいのではないか意見をいただくことができた。 

・日本数学教育学会の全国大会で研究発表を行った。参観者からは次のような感想や質

問が出された。 

○学習者観察シートでの事後検討は面白いし，よいと思った。とくに教育実習生に対し

て，授業を観る視点がわかりやすくなるのではないか。 

○実際に学習者観察シートを使ってよいと感じたことは何か。 

それぞれ参観者の評価した数値の違いがあるので，それを比較し理由を交流すること

で深い議論となった。また，それぞれの授業「観」が表れるので勉強になることが多か

った。 

 


